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国会軽視・ペーパー棒読み

答弁拒否111回

コロナ「無策」で

再三にわたって職員の説明を受ける菅首相＝11月６日、参院予算委

　菅政権が発足して３カ月。当初約７割もあっ
た内閣支持率は４割台に急落。わずかの間に
安倍政権を上回る危険性と政権担当能力のな
さが明らかになっています。 　どの世論調査でも政府のコロナ対応について「評

価しない」が圧倒的多数、内閣支持率は17％急落
し不支持が支持を上回りました。（「毎日」）学術会議任命拒否

強権政治あらわ
　「権力を握れば何でもできる」－菅政権の強権ぶりが学
術会議への人事介入であらわに。菅氏は官房長官時代、人
事権をテコに強権をふるってきましたが、その対象を政治
からの独立性が最も求められる学者にまで広げました。戦
前、学者の口をふさぎ、次いで国民の自由を圧殺し、侵略
戦争の破滅の道へ。学術会議問題は全国民の問題です。

コロナ・医療

「自己責任」押しつけだけ
　コロナ急拡大で医療現場はひっ迫しています。しかし菅
政権は医療機関の減収補てんには後ろ向き。コロナ対応の
拠点である公立・公的病院の統廃合計画もそのまま。政府
の分科会が「一時停止」を求めた「GoToトラベル」にも
固執し続けました。「『自助・共助・公助』の社会」と言い
ますが、やっていることは自己責任の押し付けだけです。

　「説明拒否」「デマとフェイク」
と、国会を軽視する菅首相の
姿勢に不信が広がっています。国会論戦で
は、官僚から差し込まれたペーパーを棒読
み。答弁を「控える」を連発し、臨時国会
での答弁拒否は111回にも上りました。
　「桜を見る会」前夜祭の問題では、安倍
前首相の国会答弁がウソだったことが発
覚。菅首相は「私の立場でお答えするも
のではない」と人ごとのような答弁に終始
しました。当時、官房長官として安倍氏を
一心同体で支えてきた自身の責任には目を
背けています。

　14日夜、菅首相、二階自民党幹事
長ら８人の「ステーキ会食」が明らか
になり「真摯（しんし）に反省する」
と言った首相。ところが16日、東京・
永田町のホテル内の日本料理店で２人
と、その後、東京・日比谷のフランス
料理店でメディア関係者３人と会食し
ていました。舌の根の乾かぬうちの「は
しご会食」－「反省」は言葉だけでし
た。こんな有り様では国民に届く言葉
を発することはできないでしょう。

「毎日」13日付から
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11月調査 今回
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